
書
評
と
紹
介

相
田
二
郎
著

　
蒙
古
襲
来
の
研
究

　
鎌
倉
末
期
は
日
本
史
上
有
数
の
欠
更
時
代
で
あ

り
、
ま
た
中
世
政
治
史
、
制
度
史
の
研
究
も
極
め
て

立
遅
れ
た
状
態
に
あ
る
。
こ
の
と
き
に
当
っ
て
、
そ

の
実
証
的
学
殖
に
定
評
あ
る
薯
者
の
遺
稿
「
蒙
古
襲

来
の
研
究
」
が
、
空
し
く
筐
底
に
埋
れ
る
こ
と
十
余

年
の
後
、
遂
に
公
刊
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
喜

び
に
た
え
な
い
。
本
書
は
昭
和
四
年
以
来
著
者
が
逝

、
去
さ
れ
た
昭
和
一
一
十
年
迄
の
研
究
の
集
成
で
あ
る
。

詳
細
な
愛
心
、
補
訂
者
佐
藤
進
一
氏
に
よ
る
す
ぐ
れ

た
補
訂
記
を
参
照
し
て
い
た
だ
け
ば
、
紹
介
の
要
も

少
い
の
で
あ
る
が
、
要
を
摘
ん
で
そ
の
内
容
に
触
れ

て
見
る
事
と
す
る
。

　
第
一
章
文
永
初
度
の
合
戦
、
第
二
章
弘
安
再
度
の

合
戦
、
第
三
章
敵
国
降
伏
の
祈
願
、
第
四
章
士
長
征

伐
の
壮
挙
は
、
第
五
章
以
下
が
旧
稿
の
補
訂
で
あ
る

の
と
異
り
、
本
書
執
簑
に
当
っ
て
著
者
が
更
め
て
書

き
下
さ
れ
た
部
分
で
あ
っ
て
、
全
篇
の
総
論
と
な
っ

て
い
る
。
遣
階
使
派
遣
以
来
の
日
華
関
係
の
推
移
よ

り
は
じ
め
て
、
蒙
古
使
者
の
来
朝
と
わ
が
圏
の
態

度
、
合
戦
の
経
過
、
朝
廷
・
諸
社
寺
・
諸
人
・
幕
府

等
の
祈
…
藤
、
日
本
側
よ
り
の
報
復
と
し
て
の
外
征
計

画
等
を
平
易
に
概
述
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
概
説

で
は
あ
る
が
、
．
根
本
史
料
を
着
実
に
博
捜
し
、
間
々

著
者
自
身
に
よ
る
卓
説
も
記
さ
れ
て
い
る
。
と
域
に

注
目
す
べ
き
は
第
三
章
の
鎌
倉
幕
府
の
祈
願
を
論
ぜ

ら
れ
た
部
分
で
あ
り
、
幕
府
が
守
護
を
通
じ
て
一

宮
・
国
分
寺
に
祈
蒋
を
命
じ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
地

方
行
政
の
機
能
が
、
国
司
か
ら
守
護
に
移
っ
た
と
述

べ
て
お
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

　
第
五
轟
早
…
共
国
数
冨
閥
［
番
役
、
第
六
出
早
異
園
小
蜂
塵
筒
石
坤
染

地
は
、
蒙
古
襲
来
に
備
え
て
行
わ
れ
た
具
体
的
な
戦

備
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
五
章
で
は
、

異
国
警
固
番
役
の
初
見
史
料
と
し
て
交
永
九
年
（
一

二
七
二
）
の
大
友
頼
泰
廻
状
を
あ
げ
、
当
初
大
友
氏
・

少
弐
氏
等
守
護
の
上
に
た
つ
奉
行
人
が
警
固
役
を
命

じ
て
い
た
こ
と
、
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
の
制
規

で
は
、
鎮
西
九
箇
国
の
御
家
人
が
四
季
別
に
警
固
役

を
分
担
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
い
く
ば
く
も
せ
ず

し
て
弘
安
の
頃
に
は
地
区
別
分
担
と
な
り
、
ま
た
嘉

元
二
年
（
～
三
〇
四
）
に
は
、
九
州
諸
國
を
五
番
に

分
ち
、
一
番
些
々
の
爾
が
、
年
間
を
通
じ
て
そ
の
年

の
番
役
を
勤
仕
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
て

お
ら
れ
る
。
地
区
別
分
担
の
際
に
於
け
る
谷
国
の
番

役
勤
仕
地
区
を
推
定
さ
れ
、
ま
た
地
頭
に
対
す
る
警

固
料
所
賦
与
の
手
段
と
し
て
、
本
所
領
の
請
所
等
の

方
法
が
と
ら
れ
、
地
頭
勢
力
の
増
進
を
見
る
に
至
っ

た
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
の
も
注
目
さ
れ
る
。
次
い

で
第
六
章
で
は
、
蒙
古
軍
上
陸
阻
止
の
た
め
に
構
築

さ
れ
た
石
築
地
に
つ
い
て
、
文
献
史
料
の
み
な
ら
ず
、

著
者
自
身
の
旅
行
に
よ
る
見
閾
、
既
往
の
遺
跡
調
査

の
成
果
を
併
用
し
て
、
緻
密
な
考
察
が
な
さ
れ
て
い

る
．
石
築
地
造
営
修
理
．
が
建
治
二
年
よ
り
幕
府
減
亡

迄
行
わ
れ
、
博
多
湾
沿
岸
を
中
心
と
す
る
こ
と
や
、

石
築
地
の
構
造
・
武
具
、
石
筆
地
役
負
担
者
及
び
そ

の
率
法
な
ど
が
明
か
に
さ
れ
、
石
築
地
役
の
賦
課
率

は
段
別
一
寸
で
あ
っ
た
と
記
し
て
お
ら
れ
る
。

．
第
七
章
地
頭
御
家
人
の
戦
功
と
そ
の
検
知
、
第
八

章
地
頭
御
家
入
の
勲
功
賞
は
、
地
頭
御
家
人
の
戦
功

に
対
す
る
恩
賞
及
び
閃
心
賞
附
与
の
前
提
と
な
る
戦
功

検
知
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
、
金
碧
中
継
も

創
見
に
富
む
部
分
で
あ
る
。
第
七
章
で
は
戦
功
の
種

類
を
列
挙
し
、
分
捕
・
討
死
が
最
も
重
要
な
戦
功
と

さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
、
戦
功
認
知
及
び
上
申
の
手
続

と
し
て
の
証
人
・
勲
功
の
引
付
・
書
下
状
（
感
状
）

な
ど
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
文
永
の
役

に
際
し
て
は
、
恩
賞
の
沙
汰
が
一
旦
行
わ
れ
て
後
、

再
び
戦
功
検
知
が
行
わ
れ
た
に
反
し
、
弘
安
の
役
の

場
合
に
は
、
戦
功
検
知
が
十
分
行
わ
れ
て
後
、
役
後

五
年
を
経
過
し
た
弘
安
九
年
（
＝
一
八
六
）
に
、
は

じ
め
て
恩
賞
沙
汰
が
行
わ
れ
た
と
両
者
を
対
比
さ
れ
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て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
ば
次
章
の
叙
述
と
関
連
し
て

重
要
な
意
味
を
も
つ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
戦
功
検
知

に
次
ぐ
恩
賞
を
取
扱
つ
た
第
八
章
で
は
、
弘
安
の
役

の
恩
賞
の
お
く
れ
た
原
因
を
、
弘
安
八
年
の
霜
月
騒

動
（
安
達
泰
盛
の
乱
）
と
関
係
付
け
て
説
明
さ
れ

る
。
弘
安
役
後
安
達
泰
盛
以
下
の
外
様
御
家
入
と
、

長
崎
頼
綱
以
下
の
御
内
砥
候
人
と
が
対
立
す
る
と
い

引
幕
府
状
勢
の
中
で
戦
功
検
知
が
行
わ
れ
て
い
た

が
、
霜
月
騒
動
に
よ
っ
て
泰
盛
が
敗
れ
る
と
、
そ
の

恩
賞
を
急
ぐ
必
．
要
か
ら
、
弘
安
の
役
の
恩
賞
も
、
騒

動
の
翌
弘
安
九
年
以
来
行
わ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。

次
い
で
弘
安
九
年
以
来
徳
治
二
年
（
「
三
〇
七
）
迄

七
圓
に
わ
た
る
恩
賞
沙
汰
の
経
過
を
列
叙
し
、
ω
弘

安
九
年
に
は
霜
月
騒
動
に
坐
し
て
滅
ぼ
さ
れ
た
少
弐

景
資
等
の
遺
領
が
恩
賞
地
に
含
ま
れ
、
②
正
応
元
年

（
一
二
八
八
）
の
田
心
賞
地
は
、
将
軍
・
料
所
等
の
限
ら

れ
た
所
領
を
多
数
人
に
配
分
し
た
も
の
で
あ
り
、
③

嘉
元
三
年
、
徳
治
二
年
の
恩
賞
は
欠
所
を
宛
行
っ
て

い
る
、
と
概
ね
三
類
型
に
分
ち
、
更
に
防
衛
体
勢
強

化
の
必
要
か
ら
恩
賞
拝
領
者
・
拝
領
地
が
九
州
に
限

ら
れ
て
い
た
こ
と
、
幕
府
が
九
州
の
本
所
領
と
九
州

以
外
の
武
家
領
と
を
交
換
し
た
こ
と
、
武
家
領
増
進

の
た
め
本
所
領
に
請
所
制
を
行
っ
た
こ
と
等
興
味
深

い
幾
多
の
史
実
を
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
。
配
分
所
領

の
所
在
と
拝
領
着
の
住
所
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、

②
の
正
応
年
間
に
は
、
警
固
兵
備
増
強
の
立
前
か
ら

の
配
慮
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
㈲
の
嘉
元
・
徳
治
年

間
で
は
、
恩
賞
地
所
在
地
と
恩
賞
拝
領
者
の
住
所
と

が
一
致
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
お
ら
れ
る
。
第

五
章
に
お
け
る
異
国
警
固
役
に
関
す
る
制
規
の
変
遷

と
関
連
さ
せ
る
と
極
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。

　
最
後
に
第
九
章
軍
勢
の
催
促
と
兵
根
米
の
徴
発

は
、
蒙
古
襲
来
に
あ
た
っ
て
九
州
及
び
附
近
の
在
国

御
家
人
は
も
と
よ
り
、
九
州
に
所
領
を
有
し
な
が
ら

在
国
せ
ざ
る
御
家
人
、
更
に
は
本
所
一
円
地
の
住
人

迄
が
軍
勢
催
促
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
、
亜
聖
政
防

の
要
地
が
博
多
湾
及
び
関
門
海
峡
で
あ
っ
た
こ
と

や
、
永
仁
年
間
の
鎮
西
探
題
成
立
に
至
る
鎮
西
諸
国

に
お
け
る
武
家
制
度
の
変
遷
等
が
説
か
れ
、
蒙
古
襲

来
に
備
え
て
平
常
在
地
し
な
か
っ
た
守
護
・
地
頭
が

現
地
に
下
向
し
、
彼
等
の
在
地
性
が
強
ま
っ
た
結
果
、

庄
園
制
の
崩
壊
と
大
名
制
・
知
行
制
の
確
立
に
拍
車

が
か
け
ら
れ
た
と
結
論
さ
れ
る
。
本
章
中
で
第
五
節

兵
根
米
の
徴
発
は
、
本
需
執
筆
に
当
っ
て
、
は
じ
め
て

記
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
が
、
守
護
に
よ
る
本
所
側
の

船
舶
・
年
貢
米
の
徴
発
、
幕
府
に
よ
る
本
所
領
の
年

貢
米
徴
発
権
の
勅
許
奏
請
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

　
以
上
簡
単
に
内
容
紹
介
を
試
み
た
が
、
本
書
の
真

価
は
か
か
る
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
に
よ
っ
て
悉
く
し
得
る

も
の
で
は
な
い
。
著
者
が
明
晰
な
論
理
性
よ
り
も
、

堅
実
な
考
証
を
本
領
と
す
る
研
究
者
で
あ
る
だ
け

に
、
か
か
る
形
式
で
骨
子
の
み
を
紹
介
す
る
こ
と
は
、

決
し
て
適
当
で
は
な
い
。
理
論
と
実
証
と
は
表
裏
一

体
と
な
り
、
互
い
に
相
補
う
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と

は
言
う
迄
も
な
い
が
、
著
者
は
史
実
を
明
か
に
す
る

こ
と
に
、
異
常
と
さ
え
需
え
る
ま
で
の
情
熱
を
注
い

で
お
ら
れ
る
。
例
え
ば
第
五
章
で
は
、
御
家
人
の
覆

舟
状
六
十
音
通
に
よ
っ
て
、
追
申
役
勤
仕
状
況
を
調

査
し
、
建
治
元
年
に
定
め
ら
れ
た
九
箇
日
四
季
別
分

担
の
制
が
行
わ
れ
ず
、
地
区
分
担
に
変
じ
た
こ
と
を

明
か
に
し
、
ま
た
覆
勘
状
に
記
載
さ
れ
た
警
固
役
勤

仕
の
場
所
と
、
他
の
史
料
よ
り
究
明
さ
れ
た
石
築
地

役
勤
仕
の
場
所
を
対
比
し
、
各
国
別
の
分
担
地
区
を

推
定
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
且
つ
著
者
の
利
用

さ
れ
る
史
料
は
、
そ
の
独
摘
場
で
あ
る
古
文
嘗
に
留

ま
ら
ず
、
遺
蹟
の
調
査
報
告
、
仏
像
仏
醸
の
銘
文
に

迄
至
る
の
で
あ
り
、
下
総
観
福
寺
蔵
の
十
一
面
観
音

の
光
背
銘
よ
り
の
願
主
の
考
証
（
九
四
頁
）
等
も
、
印

象
深
く
読
ま
れ
た
。
我
々
が
本
書
の
成
果
を
如
何
に

受
容
れ
る
べ
き
か
は
さ
て
お
き
、
全
編
を
貫
く
も
の

は
、
奥
実
の
翼
翼
に
至
る
迄
隈
な
く
明
か
に
し
よ
う

と
す
る
著
者
の
飽
く
こ
と
な
き
考
証
で
．
あ
ろ
う
。
も

と
よ
り
、
湿
田
帳
・
拾
芥
抄
に
記
す
田
積
と
、
段
別

一
寸
と
い
う
石
築
地
役
の
賦
課
率
を
手
掛
か
り
に
、

石
築
地
の
全
長
を
算
定
し
よ
う
と
し
て
果
さ
な
か
つ
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た
（
一
コ
九
i
二
二
頁
）
よ
う
に
、
庄
郷
の
領
有
関

係
を
無
視
さ
れ
る
が
如
き
史
料
操
作
の
素
朴
さ
も
見

ち
れ
る
し
、
守
護
や
鎮
西
探
題
の
賜
題
に
つ
い
て

は
、
そ
の
後
の
佐
藤
進
一
氏
ら
の
業
績
に
よ
っ
て
修

正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
っ
て
も
本
省
執
簗
の

時
期
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
は
決
し
て
著
者

の
学
殖
に
不
審
を
抱
か
し
め
る
が
如
き
も
の
で
は
な

い
。
史
実
を
究
明
す
る
著
者
の
真
摯
な
態
度
は
、
或

は
永
仁
三
年
（
コ
一
九
．
五
）
恩
賞
沙
汰
打
切
説
、
或

は
恩
賞
申
請
の
た
め
鎮
西
の
御
家
人
が
東
上
を
競
っ

た
と
い
う
説
等
、
旧
来
の
定
説
を
否
定
修
正
す
る
成

果
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
八
代
国
治
埴
土
の
諸
論
稿
を
見
れ
ば
、
著

者
の
研
究
関
心
が
少
か
ら
ず
八
代
博
士
の
そ
れ
と
連

続
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
著

者
の
研
究
に
お
い
て
は
、
と
く
に
史
料
操
作
に
於
け

る
著
し
い
発
展
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
の
み
な

ら
ず
問
題
意
識
乃
至
は
学
問
的
関
心
に
お
い
て
も
、

飛
躍
的
な
展
開
が
見
ら
れ
、
且
つ
今
日
の
研
究
に
及

ぼ
し
た
影
響
も
少
く
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
第

八
章
に
於
い
て
著
者
は
、
弘
安
の
役
の
恩
賞
延
引
の

理
由
を
霜
月
騒
動
に
求
め
、
執
権
政
治
の
内
包
す
る

矛
盾
の
一
端
を
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
新

説
は
多
賀
宗
隼
・
佐
藤
進
一
両
氏
に
よ
っ
て
更
に
発

展
せ
し
め
ら
れ
、
執
権
政
治
よ
り
得
療
専
制
へ
の
政

治
過
程
が
、
鎌
倉
末
期
政
治
史
上
の
重
要
な
論
点
と

し
て
脚
光
を
浴
び
る
に
至
っ
て
い
る
。
著
者
の
研
究

を
一
つ
の
軸
と
し
て
、
そ
れ
以
前
、
以
後
に
お
け
る

こ
の
問
題
の
研
究
史
を
一
章
す
る
な
ら
ば
、
東
京
大

学
を
中
心
と
す
る
こ
の
問
題
に
関
す
る
研
究
の
伝
統

と
、
著
者
の
研
究
の
も
つ
学
説
史
的
比
重
の
大
き
さ

が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
本
書
に
指
摘
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
重
要
史

実
を
手
掛
り
に
、
．
今
後
の
研
究
に
於
い
て
本
書
の
果

す
役
割
を
考
え
て
見
よ
う
。
一
宮
・
国
分
寺
に
対
す

る
幕
府
・
守
護
の
命
令
権
、
警
固
料
所
に
名
を
借
り

て
の
本
所
領
介
入
、
　
請
所
、
　
本
所
領
へ
の
軍
勢
催

促
、
兵
糧
米
徴
発
等
は
、
何
「
れ
も
幕
府
が
従
前
の
本

所
領
不
介
入
主
義
を
放
郷
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

が
、
そ
れ
は
幕
府
自
身
の
主
導
に
よ
る
守
護
領
国
制

の
展
開
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
い
か
。
い
わ
ゆ
る
得

宗
腱
鞘
の
傾
向
が
纂
府
の
か
か
る
政
策
と
根
応
じ
て

い
る
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
と
守
護
・
地

頭
以
下
の
領
主
層
の
動
向
と
の
交
錯
関
係
が
、
鎌
倉

末
期
政
治
史
の
一
大
視
角
を
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
。

唯
著
者
は
、
国
内
諸
勢
力
の
対
立
面
に
深
い
関
心
を

払
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
国
難
に
対
処
す
る
た
め
の
挙

圏
一
致
体
勢
の
確
立
と
し
て
の
み
論
ぜ
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
試
み
が
、
外
竃
の
実
質
的
危

験
が
遠
の
い
た
鎌
倉
末
期
違
持
鱗
茎
に
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
り
、
蒙
古
襲
来
を
国
内
問

題
と
し
て
把
え
ら
れ
た
著
者
の
関
心
は
、
よ
り
一
層

徹
底
せ
し
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
非
才
に
し
て
甚
だ
蕪
雑
な
紹
介
に
終
っ
た
が
、
太

平
洋
戦
争
末
期
の
か
の
狂
燥
的
な
雰
翻
気
と
困
難
な

研
究
条
件
の
中
で
、
冷
静
着
実
な
研
究
を
も
の
さ
れ

た
著
者
に
深
い
感
謝
と
敬
意
を
払
う
も
の
で
あ
る
。

そ
の
研
究
の
真
に
生
か
さ
れ
る
日
の
到
来
を
ま
た
ず

し
て
逝
か
れ
た
著
者
に
は
、
哀
悼
措
く
能
わ
ぬ
も
の

が
あ
る
が
、
十
三
回
忌
の
今
日
そ
の
著
書
の
公
刊
を

見
た
こ
と
は
、
こ
の
篤
学
の
研
究
者
へ
の
こ
よ
な
き

回
向
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
謹
ん
で
著
者
の
御
冥
福
を

祈
る
と
共
に
、
公
刊
に
努
力
さ
れ
た
関
係
者
各
位
に

敬
意
を
表
す
る
。
　
（
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涌
三
三
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